
テーマ 新規

事業分類 事業種別

交付対象事業

交付対象事業

交付対象事業

交付対象事業

宇治田原山手線整備促進住民会議の活動に対して支援を行
い、町全体で宇治田原山手線の早期完成に向けた機運を高
め、新たな道路ネットワークの整備促進に努めた。

道路ネットワーク検討事業
新名神高速道路の平成３５年度完成に向け、新たな町内交通
動態の確保と町づくりの誘導軸となる道路ネットワークの整
備に向けて検討を行う。

道路交通量の調査を行い実情の把握を行うとともに、京都府
と新たな道路ネットワークの整備について検討を重ねた。

家庭用資源有効利用設備設置補助事業
ごみの減量化、水資源の有効利用、再資源化の推進及び住民
の環境意識の向上を図るため、生ごみ処理容器、雨水貯留設
備の購入に対して補助を行う。

◆家庭用資源有効利用設備設置補助
　・件数：３件 　・補助金額：38,500円
◆補助制度啓発
　・町HP、区回覧及び町広報紙5月号等にて啓発
　・ふるさとまつりでの雨水タンクの実物展示、チラシ配布

プロジェクトを構成する事業の平成２６年度事業実績（出来高数値等）

事業名 事業概要 主な実績（出来高数値等）

市町村
実施事業

バスカードシステム整備費補助金
路線バスの利用者の利便性向上のためバス事業者が行うIC
カードシステム導入に対して支援を行うことにより、地域公
共交通の確保・維持・改善を図る。

バス事業者が行うICカードシステム導入に対して支援を行
い、地域公共交通の確保・維持・改善を図った。

宇治田原山手線整備促進住民会議助成金
都市計画道路宇治田原山手線の早期完成に向けて住民主体の
組織の活動に要する経費を助成することにより、新たな道路
ネットワークの整備促進を図る。

地域における現状、課題及び住民ニーズ

　新名神高速道路が平成35年度完成に向けて取り組みが進められる中、町内交通動態の確保と新たな町づくりの誘導軸となる都市計画道路宇治田原山
手線をはじめとする道路ネットワークの整備を促進する必要がある。
　また、本町が有する豊かな自然環境を守り、次世代に引き継いでいくためにも、地球温暖化対策やごみの減量に対して、住民と協働して環境保全の
対策を進めていくことが求められている。

プロジェクトの目的及び概要

　住民と行政が心を一つに、誰からも「好きやねん　うじたわら」と言われるまちづくりを進めていくため、本町の特性を活かした都市計画の推進、
交通ネットワークの整備に取り組む。
　自然環境の保全及び創造、循環型社会の形成、地球温暖化防止等、環境負荷が少ないまちづくりを進めるとともに、住民と協働し、環境保全に関す
る多様な施策を実施し、「ひとりひとりの環境に配慮した行動」の実践と積極的な環境配慮意識の醸成、一般廃棄物の適正な処理、減量、分別排出の
徹底を図る。

総事業費（千円） 4,604 本年度事業費（千円） 4,604 交付金額（千円） 2,295

みらい戦略一括交付金　　プロジェクト自己評価調書（平成２６年度分）

団体名：　宇治田原町

プロジェクト名 まちづくり・成長基盤整備プロジェクト 実施期間 平成２６年度～
まちづくり・成長基盤
整備プロジェクト（町
重点施策）

新規・継続の区分



みらい戦略一括交付金　　プロジェクト自己評価調書（平成２６年度分）

団体名：　宇治田原町

交付対象事業

交付対象事業

住民が
取り組む

事業
関連事業

○ （左の理由）

（理由） （時期）

◎ （左の理由）

（理由） （時期）

プラマーク容器包装分別啓発事業
ごみの減量化及び資源の有効利用を推進するため、新たにプ
ラマーク容器包装物の資源化を行うにあたり、地域住民への
分別排出についての周知啓発を行う。

・住民向け説明会等の実施（計15回）
・啓発チラシ等の作成
・啓発チラシ広報での周知啓発活動（年8回）
・パンフレット作成・全戸配布（10月）
・ふるさとまつりでプラマーク分別収集の啓発
・役場玄関前にプラマーク分別収集の啓発
・ごみステーション設置看板の作成及び張替

成果指標の達成状況
　目標１１回に対して、目標を上回る１５回の説明会を開催。新たなプラマーク容器包装分別に対して住民の関心も高
く、地域・各種団体からも説明会の開催要請があったため。

成果指標の実績値が更新できない場合
は、その理由及び更新時期

本年度の事業実績が
成果指標の達成に与え
た効果

※未達成の場合も効果
　を記載すること

　新たな道路ネットワーク整備についての検討を進めるとともに、エコへの取組や住民主体の美化活動や自然環境保全活動等を図ることによって、住みよいまちづ
くりに対する住民の意識高揚につながった。

※未達成の場合は、成果指標の達成に向けた今後の対応方策についても記載すること。

成
果
指
標
②

成果指標の目標数値
プラマーク容器包装分別啓発事業：
　住民向け説明会等開催回数　目標　１１回

成果指標の実績値
（○年○月○日時点）

住民向け説明会等開催回数
　開催数：１５回　　（平成27年3月31日時点）

成
果
指
標
①

成果指標の目標数値
環のくらし地域活動促進事業：
　再資源集団回収量　　目標　５３０ｔ

成果指標の実績値
（○年○月○日時点）

再資源集団回収量
　回収量：５０６ｔ　（平成27年3月31日時点）

成果指標の達成状況
　回収量は、昨年度より２４ｔ（△４．５％）の微減。前年度比ではわずかな減少であるが、循環型社会の形成、環境負
荷が少ないまちづくりの推進において、有効な活動である。

成果指標の実績値が更新できない場合
は、その理由及び更新時期

環のくらし地域活動促進事業
地域住民が自ら実施する再生資源の集団回収に対して支援を
行うとともに、美化活動や廃食油のリユース等の様々な環境
活動の普及拡大を図る。

◆集団回収事業補助
  ・地域団体　14団体　・回収量　505,550㎏
  ・補助額　2,527,750円　・単価　5円/kg
◆地域で実施された環境活動
  ・清掃活動(河川・道・ｺﾞﾐｽﾃ等)、環境学習会、地球温暖
化勉強会、リサイクル学習会、花壇植替えなど

薪・ペレットストーブのある
暮らし推進事業

薪ストーブ及び木質ペレットストーブを活用した地球にやさ
しいまちづくりを推進するため、公共施設に薪ストーブを設
置する。

◆薪ストーブ普及啓発
　・奥山田ふれあい交流館に薪ストーブ設置。
　・ふるさとまつりにて薪ストーブ展示。
　・町HP、区回覧及び町広報紙等にて啓発
◆薪ストーブ設置補助
　・補助制度　実績：2件　300,000円

市町村
実施事業



みらい戦略一括交付金　　プロジェクト自己評価調書（平成２６年度分）

団体名：　宇治田原町

（記載要領）

１　プロジェクトごとに本様式を作成し、評価すること。

２　記載欄が不足する場合は、適宜追加すること。

３　事業種別については、交付対象事業又は関連事業の別を記載すること。

４　成果指標の達成状況は、目標数値を上回ったときは◎、目標数値の近似値であるときは○、目標数値を下回ったときは△、判断できないときは―を記載すること。

　地域団体や住民ボランティアによる自主的な活動として、再資源回収活動や清掃活動など環境美化活動への取組みを推
進することで、住民一人ひとりの環境に配慮する意識の向上を図った。また、新たにプラマーク容器包装分別をスタート
させることで、住民のリサイクル意識の向上を図った。

リーディング・モデル成果

住民の自治意識を高める成果

本プロジェクトに
対する自己評価

関連事業との連携効果 　地域が主体となった様々な活動に対して行政も支援を行うなど、住民と協働したまちづくりの推進につながっている。

府と市町村等との連携に資する成果

その他の成果

広域的波及成果
　環境配慮意識の高揚を地域でのごみの減量化・再資源化に結びつけることにより、城南衛生管理組合内の廃棄物処理の
負担軽減に貢献できる。

行財政改革に資する成果
　住民一人ひとりが、一般廃棄物の適正な処理、減量、分別排出を徹底することで、収集作業の効率化、安全性の向上が
図られ、経費の縮減につながる。


